
数字で見る被災地
①がれき処分量（処理率）
②県外避難者数（５月１０日との比較）

第
２
回
復
興
交
付
金 

２
６
１
２
億
円

Ｊ
Ｆ
Ａ
・
キ
リ
ン 

ス
マ
イ
ル

フ
ィ
ー
ル
ド
通
算
１
０
０
校
開
催

田
氏
が
、
副
代
表
に
は
自
然
環

境
保
全
を
行
う
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

「
森
は
海
の
恋
人
」
副
理
事
長

の
畠
山
信
氏
が
就
任
す
る
。

　

８
月
を
目
処
に
燻
製
加
工
工

場
を
建
築
し
て
お
り
、
現
在
は

試
作
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
外

部
企
業
と
協
業
し
て
商
品
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
販
路
開
拓
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
１
０
０
人

の
地
元
雇
用
の
創
出
を
目
指
す
。

　

東
北
共
益
投
資
基
金
は
、
昨

岩手県
①６３．７万トン
 （１２．１％）
②１５６３人
 （ー２０人）

宮城県
① ２３６．８万トン
 （２０．５％）
②８３３０人
 （－１０１人）
福島県
① ２０．０万トン
 （１０. ０％）
② ６２０８４人
 （＋４６人）

※①５月 3 １日現在、環境省　②６月１３
日現在、復興庁

　

復
興
庁
は
５
月
25
日
、
復
興
交
付
金
に
つ
い
て
、
交
付
可
能
額
を
発
表
し
た
。
第
２
次
と
な
る
今

回
は
、
８
県
71
市
町
村
か
ら
提
出
さ
れ
た
交
付
金
事
業
計
画
に
対
し
て
、
申
請
額
の
約
１
・
５
倍
と

な
る
総
額
２
６
１
１
億
９
千
万
円
が
交
付
さ
れ
る
。

約
１
７
０
４
億
円
）、
福
島

県
に
約
３
０
６
億
円
（
同
約

３
７
１
億
円
）。

　

交
付
可
能
額
が
各
自
治
体
の

申
請
額
を
大
幅
に
上
回
っ
た
理

由
を
、
平
野
復
興
相
は
記
者
会

　

今
回
発
表
さ
れ
た
交
付
可

能
額
の
う
ち
東
北
太
平
洋
沿

岸
３
県
の
配
分
は
、
岩
手
県

に
約
７
９
９
億
円
（
事
業

費
約
９
８
１
億
円
）、
宮
城

県
に
約
１
４
１
８
億
円
（
同

見
で
「
防
災
集
団
移
転
事
業
や

災
害
公
営
住
宅
等
の
速
や
か
な

整
備
の
た
め
、
来
年
度
に
実
施

が
計
画
さ
れ
て
い
た
事
業
の
う

ち
、
前
倒
し
で
実
施
す
る
目
途

が
つ
い
て
い
る
事
業
に
つ
い
て

　

今
回
、
区
画
整
理
等
、
面
的

整
備
の
効
果
促
進
事
業
費
と
し

て
交
付
さ
れ
た
の
は
、
総
事
業

費
の
20
％
相
当
の
金
額
で
、
一

括
で
配
分
さ
れ
た
。
事
前
の
計

画
提
出
・
承
認
を
必
要
と
し
な

い
自
由
度
の
高
い
事
業
費
で
あ

り
、
平
野
復
興
相
は
「
住
宅
再

建
と
生
業
の
復
興
が
基
本
で
あ

り
、急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
し
て
、
合
意
形
成
や
市
街
地

整
備
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
活

用
さ
れ
る
こ
と
へ
の
期
待
を
示

し
た
。

今
回
配
分
し
た
た
め
」
と
説
明

し
た
。
早
期
着
手
の
対
象
と
な

っ
た
事
業
は
、
津
波
被
害
を
受

け
た
沿
岸
部
の
計
92
地
区
に
お

け
る
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

お
よ
び
、岩
手
県
で
２
５
９
戸
、

宮
城
県
で
９
７
２
戸
、
福
島
県

で
６
５
０
戸
等
、
計
２
０
３
６

戸
の
災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業

な
ど
。
災
害
公
営
住
宅
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
中
の
完
成
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。

　

宮
城
県
仙
台
市
の
東
北
共
益

投
資
基
金
は
、
復
興
起
業
家
を

支
援
す
る
フ
ァ
ン
ド
「
復
興
起

業
キ
ャ
ピ
タ
ル
」
の
第
１
号
案

件
と
し
て
、
ピ
ー
ス
ネ
イ
チ

ャ
ー
ラ
ボ
（
宮
城
県
気
仙
沼

市
、
代
表
者
：
松
田
憲
）
に 

５
０
０
万
円
を
私
募
債
形
式
で

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
ス
ポ
ー
ツ

の
楽
し
さ
や
心
の
豊
か
さ
を
伝

え
る
﹃
Ｊ
Ｆ
Ａ
・
キ
リ
ン　

ス

マ
イ
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
﹄
が
５
月

30
日
に
宮
城
県
内
の
小
学
校
５

校
で
行
わ
れ
、
通
算
１
０
０
校

で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協

会
と
飲
料
メ
ー
カ
ー
大
手
の
キ

リ
ン
グ
ル
ー
プ
が
子
供
た
ち
の

心
と
体
の
元
気
サ
ポ
ー
ト
と
し

て
２
０
１
１
年
９
月
か
ら
岩
手

県
、
宮
城
県
、
福
島
県
の
小
学

校
で
実
施
し
て
い
る
も
の
。
こ

れ
ま
で
に
、
元
日
本
代
表
選
手

や
現
役
の
選
手
に
よ
る
サ
ッ
カ

ー
教
室
を
開
催
し
た
り
、
ボ
ー

ル
や
ゴ
ー
ル
な
ど
の
備
品
を
実

施
し
た
小
学
校
に
寄
贈
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
約
１
万
５
千
人

の
被
災
地
の
小
学
生
に
笑
顔
を

届
け
る
と
同
時
に
、
い
つ
で
も

サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
め
る
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

１
０
０
校
目
の
開
催
と
な
っ

た
今
回
は
、
宮
城
県
牡
鹿
郡
女

新
た
な
水
産
加
工
業
へ
起
業
支
援

拠
出
し
た
。

　

地
域
の
海
産
物
の
新
た
な
水

産
加
工
業
と
し
て
、
同
地
域
の

間
伐
材
を
活
用
し
た
燻
製
事

業
「
森
の
漁
り
火
工
房
」
の
起

業
を
支
援
す
る
。
ピ
ー
ス
ネ
イ

チ
ャ
ー
ラ
ボ
の
代
表
に
は
震
災

後
支
援
活
動
を
続
け
て
き
た
松

東
北
共
益
投
資
基
金
、
気
仙
沼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ

集
団
移
転
や
公
営
住
宅
の
早
期
着
手
も

自
由
度
の
高
い
効
果
促
進
事
業
費
を
一
括
配
分

年
発
足
し
た
民
間
フ
ァ
ン
ド

で
、
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ

ン
グ
の
「
ユ
ニ
ク
ロ
復
興
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
か
ら

資
金
を
調
達
し
て
い
る
。
支

援
先
に
対
し
て
は
、
資
金
の

拠
出
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
す
る
な
ど

し
て
経
営
支
援
を
行
う
予
定

だ
。

　
︻
関
連
記
事
：
４
、５
面
の

特
集
へ
︼

川
町
の
女
川
第
一
小
学
校
・
第

二
小
学
校
・
第
三
小
学
校
、
仙

台
市
泉
区
の
仙
台
白
百
合
学
園

小
学
校
・
高
森
小
学
校
の
５
校

で
開
催
さ
れ
、
ボ
ー
ル
を
使
っ

た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
ー

チ
た
ち
と
の
記
念
撮
影
を
し
て

小
学
生
た
ち
が
楽
し
ん
だ
。

　

こ
の
活
動
は
、
今
後
も
継
続

し
て
開
催
さ
れ
る
予
定
。
こ
れ

ま
で
の
開
催
一
覧
、
参
加
し
た

子
供
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

お
よ
び
コ
ー
チ
や
ス
タ
ッ
フ
か

ら
の
コ
メ
ン
ト
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

http://jk-sm
ilefi eld.jp

EVENT
TOPICS

イベントを通じ、たくさんの笑顔がうまれた

　

岩
手
県
で
は
、
津
波
で
被
災

し
た
観
光
ホ
テ
ル
を
遺
産
と
し

て
保
存
す
る
事
業
や
、
被
災
ホ

テ
ル
や
防
潮
堤
を
周
る
ツ
ア
ー

事
業
へ
の
交
付
は
見
送
ら
れ
た

が
、
高
台
移
転
や
道
路
整
備
等

の
事
業
に
多
く
配
分
さ
れ
、
早

期
実
施
の
対
象
と
な
っ
た
事
業

も
多
か
っ
た
た
め
申
請
の
約
１
・

４
倍
の
交
付
を
受
け
る
結
果
に
。

　

申
請
額
の
約
１
・
８
倍
の
交

付
を
受
け
る
宮
城
県
で
は
、
沿

岸
部
の
復
旧
事
業
に
加
え
、
道

路
を
か
さ
上
げ
し
て
内
陸
部
の

津
波
被
害
を
防
ぐ
多
重
防
御
事

業
、
山
元
町
と
亘
理
町
の
特
産

で
あ
る
イ
チ
ゴ
の
ハ
ウ
ス
整
備

費
な
ど
が
認
め
ら
れ
た
。

　

福
島
県
で
は
、
道
路
や
住
宅

の
整
備
事
業
の
ほ
か
に
、
帰
村

宣
言
を
行
っ
た
川
内
村
の
約

２
・
７
憶
円
規
模
の
水
耕
栽
培

施
設
に
対
し
て
約
２
億
円
の
交

付
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
し
て
、

県
全
体
で
申
請
額
の
約
１
・
２

倍
の
交
付
が
決
定
し
た
。

県

３県の交付可能額 （単位は億円）

岩手県
（規模の大きい市町村）

大船渡市 84 59
陸前高田市 281.7 224.7
釜石市 164.9 137.4
山田町 317.9 270.1

市町村 事業費
980.6 798.5

宮城県
（規模の大きい市町村）

仙台市 436.9 373.7
石巻市 308.8 254.1
気仙沼市 61.4 52.3
岩沼市 176.1 150.8
東松島市 157.7 132.9
亘理町 233.7 186.3
山元町 122.2 96.2
女川町 74.6 63.4

1703.6 1418.2

福島県
（規模の大きい市町村）

いわき市 151.7 127.7
相馬市 48.4 37.9
南相馬市 61.3 49.2
新地町 79.6 67.4

371.4 306.1

交付可能額
国費

１０
２０１2年（平成 24 年）6月 18 日　月曜日

（1） ２０１２年（平成 24 年）6 月 18 日 月曜日（復興 465 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第 10 号　
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仙台市、集団移転概要発表
仙台市が１７０６戸を対象とする集団
移転計画の概要を発表した。６月上
旬までに国の同意を得て、用地の取得、
造成に着手する。

宮城県、石巻港に防潮堤新設
宮城県は、石巻港の復旧工事を開始
し、かさ上げ工事に加え、新しく防潮
堤も設置する予定。２０１３年度まで
の完了を目指す。

岩手県、復興公営住宅建設に着手
岩手県は６月１４日より復興公営住宅
の建設を開始する。約５０００戸の住
宅を２０１６年度までに完成させる方
針。

陸前高田市長、ＢＲＴ容認の方針
岩手県陸前高田市長の戸羽太市長は、
ＪＲ大船渡線の復旧まで、ＪＲより仮
復旧の為のＢＲＴ導入の提案があれば
受け入れる意向を示した。

漁業
閖上漁港、仮設魚市場を再建
宮城県名取市の閖上（ゆりあげ）漁港
に、仮設魚市場が震災前とほぼ同位
置に建設された。２９日の開設式を機
にアカガイのブランド化を促す。

原発・放射能
大熊町、避難区域再編案了承
福島県大熊町は、政府がうちだした「帰
還困難」「居住制限」「避難指示解除
準備」の避難区域再編案を３地区の
賠償基準一律を条件に承諾した。

その他
東北六魂祭、２４万人来場
２６日・２７日に東北の祭りを集めた

「東北六魂祭」が開催された。主催者
側によれば今年の来場者数は２日間で
２４万３０００人との結果に。

　

福
島
県
は
、
県
内
へ
の
企
業
立
地
や
新
増

設
を
支
援
す
る
「
ふ
く
し
ま
産
業
復
興
企
業

立
地
補
助
金
」
の
対
象
と
し
て
、申
請
の
あ
っ

た
２
９
９
件
の
う
ち
、
緊
急
性
が
高
い
と
判

断
し
た
１
６
７
件
を
採
択
し
た
。
今
回
の
採

択
で
約
２
７
０
０
人
の
新
規
雇
用
を
見
込
ん

で
い
る
。

　

同
補
助
金
に
は
２
９
９
件
の
申
請
が

あ
っ
た
が
、
約
４
割
に
当
た
る
１
２
３
件

は
予
算
不
足
で
保
留
と
な
っ
た
。
ま
た
採

択
さ
れ
た
１
６
７
件
の
補
助
金
総
額
（
申

請
ベ
ー
ス
）
だ
け
で
も
実
質
予
算
枠
を
超

過
し
て
い
る
た
め
、
投
資
額
が
10
億
円
以

上
の
41
件
は
、
補
助
額
の
20
％
分
の
支
出

を
先
延
ば
し
す
る
。
補
助
金
は
す
べ
て
国

の
予
算
で
賄
わ
れ
て
お
り
、
県
は
保
留
分

と
合
わ
せ
て
国
に
予
算
の
増
額
を
求
め
て

い
る
が
、
見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
。
本

補
助
金
の
課
題
に
つ
い
て
県
の
担
当
者
は

「
国
か
ら
の
追
加
配
分
が
あ
る
か
ど
う
か

に
尽
き
る
」
と
語
る
。

　

本
補
助
金
が
福
島
県
の
雇
用
に
与
え
る

影
響
は
大
き
い
。
厚
生
労
働
省
福
島
労
働

局
が
４
月
27
日
に
発
表
し
た
雇
用
失
業
情

勢
に
よ
る
と
、
震
災
直
後
の
平
成
23
年
４

月
に
は
0
・
50
倍
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
た

福
島
県
の
有
効
求
人
倍
率（
季
節
調
整
値
）

が
、今
年
３
月
に
は
0
・
82
倍
ま
で
上
が
っ

て
い
る
。
一
見
雇
用
情
勢
は
回
復
し
て
い

る
よ
う
だ
が
、
産
業
別
に
み
る
と
建
設
業

の
比
率
が
高
く
、
求
人
の
多
く
は
復
興
需

要
に
伴
う
も
の
と
言
え
る
。
期
間
や
業
種

に
お
け
る
ニ
ー
ズ
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
は
依
然

継
続
し
て
お
り
、
福
島
労
働
局
の
担
当
者

は
「
こ
の
補
助
金
が
長
期
的
な
雇
用
創
出

に
つ
な
が
れ
ば
」
と
期
待
を
示
し
た
。

ふ
く
し
ま
産
業
復
興
企
業
立
地

採
択
１
６
７
件 

短
期
雇
用
で
は
な
く
、

長
期
的
な
雇
用
創
出
に
期
待

５月20日～6月8日

行
政
頼
み
で
は
な
く
、

自
分
た
ち
で
考
え
、

声
を
あ
げ
て
ま
ち
づ
く
り
を

こんどうひとし

近藤均さん
岩手県大船渡市立末崎
地区公民館（ふるさと
センター）館長。末崎
町住民４５００人のま
とめ役としてまちづく
りに奔走中。

政策
岩手県、復興特区に４事業所認定
岩手県は、復興特区の実施事業所と
して「保健・医療・福祉」特区に１事
業所、「産業再生」特区に３事業所を
県で初めて選定した。

福島県グランドデザイン提示
政府は福島県と双葉郡８町村に対し、
地域の将来像であるグランドデザイン
の素案を提示。２年、５年、１０年
後の３期に分けた復興策が盛り込ま
れた。

産業復興
東北電力、メガソーラー運転開始
東北電力は２５日、七ヶ浜町で東北
最大のメガソーラーの運転を開始。
２０２０年までに計１万キロワット分の
メガソーラーを建設する方針。

石巻市、地産地消推進店募集再開
宮城県石巻市は６月１日より、石巻の
食を全国に発信する地産地消推進店
の募集を再開。市の食材、食品を用
いる市内店舗なら応募可能。

宮城県観光客数２９．５％減少
宮城県の調査で、２０１１年の県内
における観光入込者数は４３１９万人
で沿岸部の低迷が目立ち、前年比
２９．５％減と判明した。

生活・まちづくり
大槌町、復興会社設立へ
岩手県大槌町は、復興まちづくり会社
を今秋にも設立する方針を発表した。
まちづくりや雇用創出を狙うもので同
町碇川町長が代表となる予定。

気仙沼・東松島、復興計画実施へ
２２日の復興整備協議会で気仙沼市
５地区の集団移転と、東松島市野蒜

（のびる）北部丘陵地区の区画整理を
盛り込む事業計画が認められた。

論
し
て
も
ら
っ
た
り
、
住
民
と
直
接
話
を

し
た
内
容
か
ら
、
市
に
要
望
を
持
っ
て
行

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
仮
設
診
療
所
の
場
所
を
見
繕

っ
て
地
主
と
交
渉
し
、
そ
れ
を
行
政
に
通

し
た
り
、
末
崎
町
復
興
推
進
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
住
民
の
声
を
ま
と
め
た
ま
ち
づ

く
り
計
画
書
を
市
に
持
っ
て
行
っ
た
り
。

火
急
的
課
題
で
あ
っ
た
高
台
移
転
に
関
し

て
も
、
住
民
が
住
み
た
い
場
所
を
地
区
ご

と
に
ま
と
め
た
り
、
高
台
を
所
有
し
て
い

て
宅
地
造
成
に
積
極
的
な
地
主
を
行
政
に

紹
介
し
た
り
と
い
う
こ
と
を
し
て
、
よ
う

公
民
館
長
が
復
興
の
リ
ー
ダ
ー
に
？

も
と
も
と
、
公
民
館
長
は
社
会
教
育

事
業
が
本
業
。
し
か
し
、
こ
の
地
域
で
は

公
民
館
長
の
こ
と
を
「
地
域
の
長
」
と

し
て
み
る
向
き
が
あ
り
ま
し
た
。
加
え
て

私
は
、
市
や
県
の
さ
ま
ざ
ま
な
委
員
会
に

入
っ
て
き
た
た
め
行
政
側
の

人
々
も
知
っ
て
お
り
、
ま
た
、

長
年
小
学
校
教
師
を
し
て
い

た
関
係
で
地
域
と
の
繋
が
り

も
深
か
っ
た
。
津
波
に
よ
り

約
６
６
０
世
帯
が
流
さ
れ
、

62
名
の
死
者
・
行
方
不
明
者

が
出
て
し
ま
い
、
す
る
と
自

然
に
地
域
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
動

く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

住
民
と
行
政
の
つ
な
げ
方
は
？

公
民
館
で
住
民
集
会
を
開
催
し
、
そ

こ
に
市
の
職
員
を
呼
ん
で
一
問
一
答
で
議

や
く
目
処
が
つ
い
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
あ
る
課
題
は
？

　

行
政
と
地
域
を
両
方
分
か
っ
て
い
る
人

間
が
な
か
な
か
い
な
い
の
で
、
住
民
の
要

求
や
生
活
の
課
題
を
、
対
話
の
な
か
か
ら

吸
い
上
げ
る
作
業
が
あ
ま
り
で
き
て
い
な

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
だ
け

で
は
だ
め
な
ん
で
す
。
仮
設
住
宅
の
住
民

の
う
ち
、
25
～
30
％
は
資
金
不
足
等
の
理

由
か
ら
家
が
建
て
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

や
、
建
設
予
定
の
海
岸
堤
防
に
対
し
て
反

対
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
分

か
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
住
民
に
ど
れ
だ

け
仕
事
が
あ
る
か
な
ど
、
把
握
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
も
多
い
で
す
。

　

ま
た
、
町
外
に
避
難
し
て
い
る
人
の
ケ

ア
も
必
要
。
住
民
集
会
に
来
ら
れ
な
い
の

で
、
彼
ら
に
個
別
に
連
絡
を
取
っ
て
意
思

を
く
み
取
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

目
指
す
ま
ち
づ
く
り
は
？

や
は
り
、
働
く
場
所
が
あ
っ
て
、
笑

い
声
の
聞
こ
え
る
楽
し
い
町
に
し
た
い
で

す
。
た
だ
し
、
全
部
行
政
に
頼
ん
で
や

っ
て
も
ら
う
よ
う
な
甘
い
考
え
で
は
だ
め

で
、
ち
ゃ
ん
と
自
分
た
ち
で
ど
う
い
う
ま

ち
づ
く
り
を
し
た
い
か
考
え
て
、
ど
の
部

分
が
自
分
た
ち
が
や
る
べ
き
と
こ
ろ
か
見

極
め
な
い
と
。
そ
の
う
え
で
、
自
分
た
ち

が
で
き
な
い
と
こ
ろ
を
外
に
向
け
て
き
ち

ん
と
発
信
し
、
行
政
や
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
に
動
い
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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●公益財団法人トヨタ財団
「アジア隣人プログラム」

【対象団体】日本を除くアジアにおける過
去の実践活動の実績並びにネットワーク（単
一組織内、複数組織によるネットワークど
ちらも可）を持つこと

【対象事業】下記のいずれかの領域におい
て、実践活動を通じて、アジア各地におけ
る課題解決に取り組んできた人からの『未来への展望』を募る。
・変わりゆく日 の々暮らし
・個人を支える社会のかたち
・多文化共生社会への試み

【補助金額】上限３００万円／件
【提出書類】ホームページ上にある応募企画書のサンプルを参

照
【応募方法】ＷＥＢ応募または郵送
【応募締切】2012 年７月６日（金）17 時、郵送の場合は５日（木）

消印有効
【ＨＰ】http://toyotafound.or.jp/program/asian_neighbors.html
【問い合わせ】公益財団法人トヨタ財団  国際支援グループ（担

当：青尾）℡：03（3344）1701、FAX：03（3342）6911、Ｅメール：
asianneighbors@toyotafound.or.jp

●第１回「カタールフレンド基金」

【対象団体】公共、民間のいずれでも可。ただし、民間企業が
主体の場合は、プロジェクト実施地域の自治体からの推薦を受
けていること。

【補助金額】２回の公募で、総額１億米ドル（約 80 億円）。た
だし、大規模なプロジェクト１件は、既に支援対象として決定・
公表済み。

【提出書類】ホームページからダウンロード可能な書類および
団体概要

【応募締切】６月 22 日（金）17 時必着
【ＨＰ】http://www.qatarfriendshipfund.org
【問い合わせ】株式会社三菱総合研究所　地域経営研究本部内
「カタール フレンド基金」支援対象プロジェクト　公募事務局℡：

03（6705）6171、Ｅメール：inquiry-qatar@mri.co.jp

●岩手ソーシャルビジネススクール

【対象団体】岩手県内に拠点をおいて事業を行う者
【対象事業】土木・建設分野以外での全ての事業分野
【応募方法】６月18 日（日）10 時から開催されるアイーナいわ

て県民情報交流センターにおける説明会後にホームページ上で
公開。

【ＨＰ】http://www.iwatesbs.net/
【問い合わせ】岩手ソーシャルビジネススクール事務局℡：019 
（601）2468、Ｅメール：iwatesbs.svi@gmail.com

　

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
は
７
月
、

石
巻
に
現
地
事
務
所
を
開
設
す

る
こ
と
を
決
め
た
。
同
社
が
国

内
に
支
社
を
構
え
る
の
は
初
と

な
る
。

　

同
社
は
こ
れ
ま
で
も
、「
ヤ

フ
ー
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
復
興

支
援
の
形
」
を
模
索
し
、
被
災

地
域
の
事
業
者
等
と
協
力
し
て

東
北
地
方
の
特
産
品
な
ど
を

ウ
ェ
ブ
上
で
販
売
す
る
オ
ー
プ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
復
興
デ
パ

ー
ト
メ
ン
ト
」
を
は
じ
め
と
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
復
興
デ
パ
ー
ト
メ

ン
ト
は
、
オ
ー
プ
ン
３
ヶ
月
に

し
て
単
月
の
売
上
が
１
０
０
万

円
を
超
え
る
店
舗
も
複
数
登
場

し
、
今
年
の
３
月
、
５
月
は

サ
イ
ト
全
体
の
月
間
売
上
が

１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
な
ど
、

復
興
支
援
の
一
つ
の
形
と
し
て

効
果
が
現
れ
て
き
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
支
援
を
行
う
な

か
で
、
同
社
は
被
災
地
が
抱
え

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
を

意
識
し
、
現
地
の
人
々
と
の
対

話
を
続
け
て
き
た
。
そ
し
て
、

現
地
の
課
題
に
一
歩
踏
み
込
ん

だ
形
で
取
り
組
む
た
め
に
、
石

巻
に
拠
点
を
作
る
こ
と
を
決
定

し
た
と
い
う
。
被
災
地
の
中
で

も
石
巻
を
選
ん
だ
理
由
に
は
、

復
興
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
出
店

な
ど
で
地
元
企
業
と
つ
な
が
り

が
あ
る
こ
と
と
、
被
災
地
の
中

で
産
業
規
模
が
比
較
的
大
き
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

ヤ
フ
ー
は
、
こ
れ
を
機
に
本

格
的
な
復
興
事
業
に
乗
り
出

す
。
Ｅ
Ｃ
（
ネ
ッ
ト
上
の
商
取

引
）
と
除
法
発
信
の
２
つ
の
事

業
を
柱
に
、
土
台
と
し
て
の
Ｉ

Ｔ
ナ
レ
ッ
ジ
の
育
成
や
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

支
援
を
行
い
、
被
災
地
発
の
魅

力
あ
る
商
品
を
こ
れ
ま
で
に
も

増
し
て
打
ち
出
し
て
い
く
方
針

だ
。
可
能
性
あ
る
現
地
企
業
と

恊
働
す
る
こ
と
は
、
自
社
の
チ

ャ
ン
ス
と
も
捉
え
て
い
る
。

 　
震
災
か
ら
２
年
目
の
今

は
、「
復
興
の
お
ど
り
場
」

と
も
言
わ
れ
る
。
中
長
期
的

な
復
興
に
お
い
て
重
要
な
フ

ェ
ー
ズ
で
あ
り
な
が
ら
、
成

果
が
見
え
に
く
く
、
多
く
の

支
援
者
た
ち
も
離
れ
て
い
く

時
期
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
被

災
者
・
被
災
事
業
者
が
自
立

し
、
自
ら
発
展
し
て
い
け
る

た
め
の
支
援
を
、
寄
り
添
い

な
が
ら
長
期
的
に
行
う
こ
と

が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

現
在
も
、
被
災
地
域
に
定

期
的
に
入
っ
て
長
期
的
な
支

援
活
動
を
展
開
し
て
い
る
企

業
は
多
い
。
し
か
し
、
企
業

に
よ
る
地
元
経
済
活
性
化
へ

の
期
待
は
高
い
も
の
の
、
今

の
と
こ
ろ
、
現
地
へ
の
実
質

的
な
効
果
に
つ
い
て
は
、
な

か
な
か
厳
し
い
と
い
う
見
方

も
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
か
ら
捻
出

さ
れ
た
復
興
支
援
金
は
、
総

ヤ
フ
ー  

石
巻
に
拠
点
設
置

企
業
に
よ
る
被
災
地
支
援
、

２
年
目
以
降
の
理
想
形
と
は
？

CSRからCSVへ
企業は専門性を活かした活動展開を

額
で
約
１
０
０
０
億
円
に
も

達
し
て
い
る
が
、
実
は
そ
の

半
分
が
ま
だ
使
い
道
が
定
ま

っ
て
い
な
い
と
の
指
摘
も
あ

る
。

　

こ
う
い
っ
た
状
況
を
鑑
み

る
に
、
今
後
の
継
続
的
な

復
興
支
援
に
は
、
資
金
だ

け
で
な
く
、
企
業
が
本
業

の
専
門
性
を
活
か
し
た
支

援
や
、
新
事
業
の
開
発
に

貢
献
す
る
こ
と
な
ど
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

Ｃ
Ｓ
Ｒ
（Corporate Social 

Responsibility

）
活
動
か

ら
、
事
業
の
中
で
継
続
的
に

支
援
を
し
て
い
く
Ｃ
Ｓ
Ｖ

（Creating Shared Value

）

活
動
へ
の
転
換
だ
。

　

社
会
問
題
解
決
と
企
業

の
発
展
を
両
立
す
る
支
援

体
制
を
整
え
、
お
互
い
が

win-win

と
な
る
よ
う
な

継
続
的
な
関
わ
り
の
設
計

が
求
め
ら
れ
て
い
く
。
今

回
の
ヤ
フ
ー
の
石
巻
支
社
開
設
に
は
、
被
災

地
に
お
け
る
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｖ
活
動
の
好
事
例

と
な
る
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

企業の支援体系の変化

これまで これから
・企業の過去の実績に基づく支援
・利益の一部をCSR予算として
 社会に還元

・NPOがプログラムを検討
・プログラムを公募

・社員研修として
  ボランティア派遣

資金支援
1

人材派遣
3

支援
プログラム構築

2

・パートナー NPOへの支援
・企業とNPOの双方に良い
 「win-win」の関係

・企業の本事業としてプログラムを構築
・事業予算として資金をねん出

・現地コーディネーター・事業担当者
 として中核人材を派遣

ＣＳＲからＣＳＶへ
CSR

Corporate Social Responsibility
企業の社会的責任

・価値は「善行」
・シチズンシップ、フィラソンロピー、
 持続可能性

・価値はコストと比較した経済的便益と
  社会的便益
・企業と地域社会が共同で価値を創出

社
会
的

価
値

・任意、あるいは外圧によって
  利益の最大化とは別物

・競争に不可欠
・利益の最大化に不可欠

企
業
的

価
値

・テーマは外部の報告書や個人の
 嗜好によって決まる
・企業の業績やＣＳＲ予算の制約を
 受ける

・テーマは企業ごとに異なり、内発的である
・企業の予算全体を再構成する

取
り

組
み
方

CSV
Creating Shared Value
社会問題の解決と企業の

競争力強化を両立する取り組み
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気仙沼市

宮城県

　

今
年
４
月
に
産
声
を
上
げ
た
気
仙
沼
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
ピ
ー
ス
ネ
イ
チ
ャ
ー
ラ
ボ
」。
牡
蠣
、
ホ
タ
テ
な
ど
の
地
元
産
品
を
燻
製

製
品
へ
加
工
し
販
売
す
る
「
森
の
漁
（
い
さ
）
り
火
工
房
」
を
立
ち
上
げ
、
六
次
産
業
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
産
業
復
興
の

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
頻
出
す
る
六
次
産
業
化
だ
が
、
商
品
開
発
や
販
路
展
開
に
お
い
て
苦
戦
す
る
声
も
多
く
聞
く
。
ピ
ー
ス
ネ
イ

チ
ャ
ー
ラ
ボ
は
ま
だ
設
立
直
後
で
試
作
段
階
に
あ
り
な
が
ら
、
域
外
の
企
業
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
共
同
商
品
開
発
や
販

路
開
拓
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
の
取
り
組
み
か
ら
六
次
産
業
化
推
進
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
を
考
察
し
た
。

　

震
災
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
た
東
北
沿
岸
部
。
中
で

も
地
域
の
雇
用
を
支
え
て
き
た

基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
加
工
業

に
お
い
て
は
、
農
林
水
産
省
の

報
告
書
に
よ
る
と
被
災
３
県
で

７
５
２
あ
っ
た
水
産
加
工
施
設

の
う
ち
８
割
を
超
え
る
６
２
７

の
工
場
が
被
災
し
た
（
う
ち
８

４
％
の
５
２
８
が
全
壊
）。
雇

用
創
出
の
た
め
に
早
期
の
工
場

再
開
が
求
め
ら
れ
る
一
方
、
ち

く
わ
、
か
ま
ぼ
こ
な
ど
の
練
り

製
品
に
代
表
さ
れ
る
加
工
製
品

の
生
産
量
は
震
災
前
か
ら
衰
退

傾
向
に
あ
り
、
産
業
再
生
に
お

い
て
は
新
た
な
打
ち
手
の
必
要

性
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。 地

元
×
域
外
混
合
チ
ー
ム
に
よ
る

六
次
産
業
ビ
ジ
ネ
ス

特 集
〜
宮
城
県
気
仙
沼
市
「
ピ
ー
ス
ネ
イ
チ
ャ
ー
ラ
ボ
」
の
挑
戦
に
学
ぶ
〜

　

こ
う
し
た
中
で
ピ
ー
ス
ネ
イ

チ
ャ
ー
ラ
ボ
は
、
高
付
加
価
値

型
の
産
業
モ
デ
ル
の
創
造
へ
向

け
て
事
業
を
開
始
し
た
。
軸
と

す
る
地
域
資
源
を
、
地
域
の
一

次
産
品
で
あ
る
「
魚
介
類
」
と
、

里
山
保
全
の
た
め
に
活
用
が
望

ま
れ
る
「
間
伐
材
」
と
設
定
。

検
討
の
結
果
、
牡
蠣
や
ホ
タ
テ

な
ど
を
間
伐
材
を
利
用
し
た

チ
ッ
プ
に
よ
り
燻
製
に
し
て
製

品
化
す
る
事
業
ア
イ
デ
ィ
ア
に

行
き
着
い
た
。「
コ
ン
セ
プ
ト
は

﹃
人
と
自
然
の
循
環
﹄。
自
然
の

恵
み
で
あ
る
産
品
を
人
の
手
で

加
工
し
雇
用
を
生
み
だ
し
な
が

ら
、
同
時
に
野
放
し
に
な
っ
て

い
た
里
山
の
間
伐
を
進
め
豊
か

な
森
を
つ
く
っ
て
い
く
。
地
元

素
材
を
活
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
で
、

自
然
と
調
和
す
る
持
続
可
能
な

地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
し
た

い
で
す
」。
代
表
の
松
田
憲
さ

ん
は
言
う
。

　

松
田
さ
ん
は
元
々
国
際
Ｎ
Ｇ

Ｏ
で
国
際
協
力
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
震
災
後
は
東
北
各
地
の

現
場
で
支
援
活
動
を
続
け
て
き

た
。
昨
年
秋
よ
り
「
ポ
ス
ト
緊

急
フ
ェ
ー
ズ
」
に
お
け
る
産
業

復
興
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た

中
、
気
仙
沼
で
環
境
保
全
活
動

等
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
森
は
海
の

　

コ
ン
セ
プ
ト
が
固
ま
っ
た
後
、

松
田
さ
ん
ら
は
ま
ず
同
業
者
の

視
察
を
行
っ
た
。
燻
製
品
で
著

名
な
北
海
道
の
「
南
保
留
太
郎

商
店
」
を
訪
れ
生
産
方
式
や
商

品
化
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
ま
た

そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
燻

炉
の
設
計
や
製
作
に
つ
い
て
も

協
力
を
も
ら
っ
た
と
い
う
。

ピ
ー
ス
ネ
イ
チ
ャ
ー
ラ
ボ
で
は

域
外
の
専
門
家
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
事
業
展
開
の
中

試作品の牡蠣の燻製、チーズの燻製、
牡蠣のおこわ

燻製中の牡蠣

北海道の「南保留太郎商店」に図面を見せてもらい、手作りした燻製炉

コ
ン
セ
プ
ト
設
計

製
品
開
発

一
次
産
品
と
間
伐
材
を
活
用
し

持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
へ

域
外
の
協
力
者
「
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ

パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

恋
人
」
副
理
事
長
の
畠
山
信
さ

ん
（
現
、
ピ
ー
ス
ネ
イ
チ
ャ
ー

ラ
ボ
副
理
事
長
）
と
出
会
い
、

共
に
コ
ン
セ
プ
ト
を
設
計
し
て

き
た
と
い
う
。

核
に
据
え
て
お
り
、
こ
う
し
た

協
力
者
を
「
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ

パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
呼
ん
で
い
る
。

そ
の
第
一
号
が
南
保
留
太
郎
商

店
と
な
っ
た
。

　

現
在
手
作
り
の
燻
製
炉
３
台

で
試
作
を
重
ね
つ
つ
、
新
た
な

製
品
ア
イ
デ
ィ
ア
や
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
様
々
な
バ
リ
ュ
ー

ア
ッ
プ
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
に
行
っ

て
い
る
。
例
え
ば
、
あ
る
フ
レ

ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
出
た
牡
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（5）

自社ビジネスの広がりを感じられ
るビジョンに共鳴

　協業を進める大きな理由はビジョン
に共鳴したことです。産業復興のあり
方だけに留まらず、そこにしか無い価
値を発掘、創造し、地域社会全体を発
展させていくという将来ビジョンに、
我々のビジネスとしても広がりの可能
性を感じました。例えば当社は現在ア
ジアなど海外進出の準備を進めていま
すが、フランスのボルドーのように「世
界に発進力を持つ地域」を育てていき
たいと考えています。気仙沼の地域資
源を学び、そこに付加価値をつけて当
社の販路で販売しながら共に試行錯誤
しながら地域ブランドをつくっていき
たいと思います。

共感を呼ぶ付加価値創造プロセス

　製品や店への付加価値付けにおいて
は、地域やモノの魅力を最大限に活か
しながら、一つひとつディテールをつ
める必要があると思います。当社のカ

フェづくりでもオープン後に運営しな
がらニーズに応じてカスタマイズして
いくことにより「地域で共感を生む」
店をつくることを心がけてきました。
　その他イベントをしかけたり、地域の
野菜を販売するためにすぐ横でディップ
を用意するなど関連するコンセプトの商
品を並売したり、打ち手はさまざま。地
域の産品の魅力を見つめ直し、顧客ニー
ズと掛け合わせながら、価値を最大化し
ていきます。価値は伝えるものであるだ
けでなく、伝わっていくものであり、パ
ターン化はできません。その場に集う
人々と地域をしっかりと見続けることが
大切ではないでしょうか。

　

５
月
14
日
、
ピ
ー
ス
ネ
イ

チ
ャ
ー
ラ
ボ
は
一
般
財
団
法
人

東
北
共
益
投
資
基
金
の
「
復
興

起
業
キ
ャ
ピ
タ
ル
」
の
第
一
号

案
件
と
し
て
、
私
募
債
形
式
で

５
０
０
万
円
を
調
達
し
た
。
資

金
調
達
や
パ
ー
ト
ナ
ー
開
拓
に

成
功
し
て
い
る
要
因
は
、
確
立

さ
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
と
、
そ
れ

を
元
に
生
産
か
ら
製
品
開
発
、

流
通
ま
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
展
開

さ
れ
て
い
る
事
業
戦
略
、
そ
れ
に

　

ピ
ー
ス
ネ
イ
チ
ャ
ー
ラ
ボ
は

代
表
、
副
代
表
に
加
え
て
６
名

の
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
事
業
を

カフェ・カンパニー担当者に聞く
パートナーの声

ピースネイチャーラボのバリューアップパートナー

として製品開発からブランディング、

販路において協業予定のカフェ・カンパニー（株）。

「WIRED CAFE」など数々の人気店を生み出してきた

同社担当者に、ビジネスとして関わる意義や

付加価値創造の手法を聞いた。

カフェカンパニー地域コミュニティ事業部の當間マネージャー（左）と
香川マネージャー（右）

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
千
葉
県
の

市
原
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
販
売
し
た

気
仙
沼
の
蒸
し
牡
蠣

販
路
開
拓
・
販
売
促
進資

金
調
達
と
今
後

商
品
開
発
と
同
等
以
上
の

販
路
開
拓
へ
の
努
力

蠣
の
燻
製
を
ハ
ー
ブ
と
と
も
に

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
漬
け
に
し
て

パ
ス
タ
ソ
ー
ス
に
す
る
ア
イ
デ
ィ

ア
や
、
カ
フ
ェ
で
バ
ゲ
ッ
ト
に
は

さ
ん
で
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
し
て

提
供
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
も
。

レ
シ
ピ
と
セ
ッ
ト
に
し
た
販
売

も
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
地
域
の
産
品
を
ビ
ジ
ネ
ス

化
す
る
た
め
に
は
仮
説
、
検
証

の
プ
ロ
セ
ス
が
必
要

で
あ
り
、
そ
れ
を
行

う
﹃
場
﹄
が
今
の
東

北
に
は
少
な
い
。
外

部
の
専
門
家
の
ノ
ウ

ハ
ウ
や
ア
イ
デ
ィ
ア

を
感
じ
ら
れ
る
学
び

と
検
証
の
場
＝
ラ
ボ

に
な
れ
れ
ば
」
と
松

田
さ
ん
は
言
う
。 

　

震
災
で
失
わ
れ
た

多
く
の
仕
事
場
を
創

り
だ
し
て
行
く
に
あ

た
り
、
し
が
ら
み
の

な
い
外
部
の
新
た
な

風
を
吹
き
込
む
価
値

は
高
い
だ
ろ
う
。

運
営
し
て
い
る
。
う
ち
３
名
は

プ
ロ
ダ
ク
ト
チ
ー
ム
と
し
て
製

品
開
発
を
行
い
、
残
り
の
３
名

と
代
表
の
松

田
さ
ん
は

フ
ァ
ン
ド
レ

イ
ズ
お
よ
び

販
路
の
開
拓

の
た
め
に
東

京
を
中
心
に

活
動
し
て
い

る
。
六
次
産

業
化
に
お
い

て
は
生
産
と

加
工
に
加
え

流
通
、
販
売

に
お
け
る
事

業
展
開
が
重

要
で
あ
り
、

こ
の
分
野
に

お
け
る
バ

リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
パ
ー
ト
ナ
ー
開
拓

を
行
っ
て
い
る
。

　

東
京
で
カ
フ
ェ
や
空
間
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
を
行
う
カ
フ
ェ
・
カ
ン

パ
ニ
ー
も
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
パ
ー

ト
ナ
ー
の
１
つ
。
製
品
開
発
や

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
協
力

に
加
え
、
運
営
す
る
高
速
道
路

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
内
施
設
で
の

製
品
販
売
を
予
定
し
て
い
る
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
館
山

自
動
車
道
の
市
原
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
（
上
り
）
で
同
社
が
展
開

す
る
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｅ 

Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｉ 

Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
に
お
い
て
、
気
仙

沼
の
蒸
し
牡
蠣
を
試
験
的
に
販

売
。
期
間
内
に
用
意
し
た
約
１

２
０
０
個
の
牡
蠣
を
完
売
し
、

手
応
え
を
感
じ
て
い
る
と
言
う
。

　

そ
の
他
大
手
百
貨
店
に
お
け

る
催
事
企
画
参
加
や
ギ
フ
ト
カ

タ
ロ
グ
掲
載
な
ど
も
進
め
て
い

る
。
単
な
る
商
品
営
業
に
終
わ

ら
ず
、
例
え
ば
顧
客
へ
の
現
地

ツ
ア
ー
開
催
企
画
な
ど
を
通

じ
、
互
い
の
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
を

実
現
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
れ

る
よ
う
心
が
け
て
い
る
と
言
う
。

「
ひ
た
す
ら
営
業
」
と
松
田
さ
ん

が
言
う
行
動
力
だ
ろ
う
。
そ
れ

ら
が
外
部
の
人
間
の
心
を
引
き

つ
け
、
共
に
事
業
を
推
進
す
る

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
い
く
の
だ
。

　

現
在
建
設
中
の
工
場
も
８
月

に
完
成
予
定
で
、
３
年
以
内
に

１
億
円
規
模
の
年
商
を
目
指
し

て
い
る
。
地
元
と
域
外
混
合

チ
ー
ム
に
よ
る
新
た
な
六
次
産

業
化
事
業
の
、
今
後
の
進
捗
を

見
守
っ
て
行
き
た
い
。

左からピースネイチャーラボプロダクトチームの森さん、畠山副代表、松田代表

地域資源設定

「森の漁り火工房」事業化におけるポイント

「三陸の魚介類」と「森の間伐材」に設定

コンセプト 「人と自然の循環」とし、自然と調和しながら
雇用を生み出し持続可能な地域社会の実現を目指す

付加価値創造 域外の専門家「バリューアップパートナー」を
開拓して共同で製品開発、ブランディングを行う

販路開拓 カフェ・カンパニーをはじめとするバリューアップ
パートナーを開拓、製品開発と並行して注力

資金調達 「復興企業キャピタル」の第一号案件として
私募債形式で５００万円を調達
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２
０
１
2
年
３
月
に
、
高

等
学
校
を
卒
業
し
た
震
災
遺

児
の
進
学
率
は
約
80
％
と
な

り
、
震
災
前
の
被
災
３
県
の

平
均
進
学
率
約
40
％
に
比
べ

２
倍
と
な
っ
た
。
こ
の
調
査

を
実
施
し
た
「
み
ち
の
く
未

来
基
金
」
は
、
高

い
進
学
率
と
な
っ

た
理
由
に
つ
い
て

「
被
災
の
体
験
を

通
じ
て
将
来
地
域

や
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
材
に
成
長

し
た
い
と
考
え
進
学
を
選
択

し
よ
う
と
考
え
る
生
徒
が
増

え
た
こ
と
、
被
災
地
域
の
経

済
復
興
の
遅
れ
か
ら
、
就
職

先
と
し
て
受
け
入
れ
る
企
業

の
減
少
等
で
地
元
を
離
れ
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
」
と
分
析

し
て
い
る
。

　
「
み
ち
の
く
未
来
基
金
」
は
、

カ
ゴ
メ
株
式
会
社
、
カ
ル
ビ
ー

株
式
会
社
、
ロ
ー
ト
製
薬
株
式

会
社
の
３
社
に
よ
り
共
同
で
設

立
さ
れ
た
。
サ
ポ
ー
ト
の
少
な

い
「
大
学
及
び
専
門
教
育
へ
の

進
学
」
に
焦
点
を
当
て
た
奨
学

基
金
で
、
現
在
０
歳
の
遺
児
が

大
学
院
を
修
了
す
る
ま
で
の
25

年
間
の
支
援
・
給
付
を
想
定
し

て
い
る
。
一
律
の
給
付
で
は
な

く
、
生
徒
の
志
望
進
学
先
に

応
じ
た
必
要
額
（
年
額
上
限

３
０
０
万
円
）
を
支
給
す
る
と

い
っ
た
特
徴
を
持
つ
。

　

一
方
、
被
災
３
県
の
各
自
治

体
も
震
災
遺
児
の
支
援
基
金
を

設
立
。
一
律
の
月
額
金
や
一
時

給
付
を
子
供
の
進
学
状
況
に
合

わ
せ
て
支
給
し
、
安
定
し
た
く

ら
し
や
学
び
が
で
き
る
よ
う
支

援
す
る
。
現
在
３
県
で
計
約

１
２
８
億
円
の
寄
付
が
集
ま
っ

て
お
り
、
求
め
ら
れ
る
支
援
を

継
続
す
る
た
め
に
十
分
な
額
で

は
な
い
も
の
の
、
万
遍
な
く
行

き
届
い
た
支
援
に
向
け
て
体
制

を
整
え
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

18
歳
未
満
の
震
災
遺
児
は
約

１
５
０
０
人
、
う
ち
両
親
を
亡

く
し
た
孤
児
は
２
０
０
人
を
超

え
る
。
あ
し
な
が
育
英
会
が
震

災
遺
児
１
１
０
０
人
に
実
施
し

た
調
査
に
よ
る
と
、
約
４
割
が

小
学
生
以
下
、
さ
ら
に
家
計
を

支
え
る
父
親
を
亡
く
し
た
子
供

は
６
割
以
上
に
上
る
と
い
う
。

幼
く
し
て
親
を
亡
く
し
た
割
合

が
高
く
、
早
期
に
夢
を
諦
め
る

子
供
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
か

ら
の
東
北
、
そ
し
て
日
本
を
担

う
子
供
た
ち
が
希
望
を
持
っ
て

夢
を
追
い
続
け
る
た
め
に
は
、

長
期
的
・
継
続
的
支
援
が
必
要

前観光庁長官
溝畑宏氏インタビュー

他
地
域
に
は
な
い
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
魅
力
を
発
信
し
よ
う
。

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
、

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く

違
い
、
自
転
車
だ
と
、
そ
こ
に

住
む
方
、
現
場
の
方
と
会
っ
て

直
接
話
が
で
き
る
の
が
い
い
で

す
ね
。
素
敵
な
出
会
い
が
沢
山

あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
人
が
忘

れ
か
け
て
い
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
、

お
も
て
な
し
が
東
北
に
は

ま
だ
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
観
光
業
に
お
い

て
大
き
な
強
み
に
な
り
ま

す
。

　

一
方
、
東
北
の
方
々
は

少
し
謙
虚
過
ぎ
る
と
も
感

じ
ま
し
た
。
観
光
は
ビ
ジ

—

自
転
車
で
東
北
地
方
を

巡
る
「
み
ち
の
く
ひ
ろ
し
旅
」

を
さ
れ
て
い
ま
す
ね
？

　

車
で
移
動
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
観
光
庁
長
官
の
時
と
は

ネ
ス
。
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
参
入
や
空
港

の
国
際
化
が
進
み
、
ま
す
ま
す

海
外
旅
行
が
安
く
手
軽
に
な
っ

た
今
、
国
内
外
の
地
域
と
の
競

争
を
勝
ち
抜
く
強
い
意
志
が
重

要
で
す
。

—

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
競
争
に
勝
つ
た
め
に
何
が
必

要
で
し
ょ
う
？

　

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
作
る
こ
と

で
す
。
東
北
に
は
素
晴
ら
し
い

温
泉
、
景
観
、
食
文
化
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
厳
し
い
言
い
方

に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
他

の
地
域
に
も
あ
る
。
顧
客
に
選

ば
れ
る
た
め
に
は
、
素
晴
ら
し

い
素
材
に
さ
ら
な
る
付
加
価
値

を
つ
け
て
い
か
な
い
と
こ
れ
か
ら

は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

　

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
つ
く
る
に
は

「
こ
う
い
う
ま
ち
に
し
た
い
」
と

い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
が
必
須
で
す
。
そ
し
て
、

そ
の
リ
ー
ダ
ー
と
住
民
が
共
通

す
る
成
功
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

　

た
と
え
ば
、
大
分
の
中
津
江

村
の
坂
本
休
・
元
村
長
は
、
２

０
０
２
年
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
日
韓
大
会
で
、
キ
ャ

ン
プ
場
に
チ
ー
ム
を
誘
致
す
る

た
め
に
、
人
口
１
７
０
０
人
の

村
と
い
う
こ
と
を
逆
手
に
と
っ

て
世
界
で
最
も
小
さ
い
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
目

指
し
ま
し
た
。
中
津
江
村
成
功

の
最
大
の
要
因
は
、
リ
ー
ダ
ー

本
人
が
動
い
た
こ
と
。
本
人
が

カ
メ
ル
ー
ン
ま
で
足
を
運
び
、

頭
を
下
げ
て
回
り
、
汗
を
か
い

た
か
ら
こ
そ
村
民
も
動
き
、
風

が
吹
い
た
ん
で
す
。

—

ど
の
よ
う
に
ビ
ジ
ョ
ン

と
夢
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
？ 

震
災
遺
児
の
教
育
費

各
方
面
か
ら
継
続
的
支
援
を

な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

民
間
企
業
は
業
績
に
左
右
さ
れ

る
た
め
、
中
長
期
的
支
援
に
消

極
的
に
な
り
、
単
発
的
な
寄
付

や
イ
ベ
ン
ト
開
催
と
い
っ
た
支

援
に
留
ま
っ
て
し

ま
う
場
合
が
多
い

が
、
先
の
団
体
の

よ
う
に
、
数
社
が

思
い
を
一
つ
に

し
、
支
援
の
目
的

や
範
囲
・
期
間
を

明
確
に
定
め
て
取

り
組
む
継
続
支
援

は
好
例
だ
。

　

阪
神
淡
路
大
震

災
か
ら
今
年
で
17

年
、
当
時
の
０
歳

児
が
高
校
を
卒
業

す
る
。
17
年
後
、

東
北
の
震
災
遺
児

は
希
望
の
進
路
を

見
つ
け
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
官
民
の
そ
れ
ぞ
れ
が
特

徴
を
活
か
し
、
安
定
的
に
支

援
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
願

う
。

　

自
分
で
見
に
行
く
、
聞
き
に

行
く
、
調
べ
に
行
く
。
ま
ず
は

そ
れ
が
ス
タ
ー
ト
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
体
感
し
た
感
動
、

興
奮
を
成
功
の
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
目
に
焼
き
付
け
て
お
く
ん
で

す
。
す
る
と
、
そ
れ
ら
が
夢
の

原
点
と
な
る
ん
で
す
。
そ
し
て
、

夢
を
熱
く
語
り
続
け
る
こ
と
。

実
現
す
る
過
程
に
は
失
敗
や
挫

折
も
多
い
で
す
よ
。
し
か
も
、

最
低
で
も
10
年
の
歳
月
は
覚
悟

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
誰

で
も
簡
単
に
た
ど
り
着
け
る
よ

う
な
ゴ
ー
ル
で
は
、
夢
と
は
言

え
な
い
で
す
か
ら
。

　

地
元
の
リ
ー
ダ
ー
が
、
10
年

後
、
20
年
後
、
自
分
た
ち
の
ま

ち
を
こ
ん
な
ふ
う
に
し
て
い
く

ん
だ
と
い
う
未
来
を
描
き
、
そ

の
夢
に
向
か
っ
て
真
剣
に
努
力

す
る
姿
を
見
た
ら
、
い
や
で
も

周
り
は
応
援
し
た
く
な
り
ま
す
。

僕
が
み
ち
の
く
ひ
ろ
し
旅
を
す

る
大
き
な
目
的
に
、
夢
を
持
っ

た
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
出
会
い
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

も
し
彼
ら
が
夢
を
実
現
す
る
に

あ
た
り
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
あ

る
な
ら
、
な
ん
と
か
手
助
け
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

溝
畑
宏
（
み
ぞ
は
た
・
ひ
ろ
し
）

１
９
６
０
年
生
ま
れ
。
１
９
８
５

年
自
治
省
入
省
。
２
０
０
２
年
大

分
県
企
画
文
化
部
長
。
０
４
年
大

分
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
大
分

ト
リ
ニ
ー
タ
の
運
営
母
体
）
代
表

取
締
役
。
１
０
年
か
ら
第
２
代
観

光
庁
長
官
。
１
２
年
３
月
に
退
任
。 

同
５
月
よ
り
内
閣
官
房
参
与
。
現

在
は
東
北
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
な

が
ら
旅
す
る
「
み
ち
の
く
ひ
ろ
し

旅
」
を
実
施
中
（
シ
ー
ズ
ン
３
：

７
月
５
日
～
１
０
日
）。
旅
の
継
続

の
た
め
の
個
人
協
賛
も
募
集
し
て

い
る
。
問
合
せ
はhiroshitabi@

gm
ail.com

ま
で
。 

観光
復興

震災遺児への支援基金の一部

自治体

支 給団体名 寄付金額

いわての学び希望基金 月額金／一時給付 6,592件　約43億9,900万円（2012.5.17時点）

東日本大震災みやぎこども育英基金 月額金／一時給付 3,801件　約41億4,600万（2012.3.30時点）

東日本大震災ふくしまこども寄附金 月額金／一時給付 2,367件　約20億5,800万円（2012.6.1時点）

主要な民間団体

あしなが育英会 特別一時金（200万円） 約6万件　約38億8600万円（2011.12.20時点）

みちのく未来基金 奨学金（返還なし／上限年300万円） 2億9,700万円（2012.4.27時点）

２０１２年（平成 24 年）6 月 18 日 月曜日（復興 465 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第 10 号　 （6）



オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制
で
挑
む
大
規
模
浮
体
式
洋
上
風
力
発
電

福
島
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
駈
け
の
地
へ

　

け
や
き
並
木
が
新
緑
に
薫
る

５
月
、
杜
の
都
に
初
夏
を
呼
ぶ

「
青
葉
ま
つ
り
」
が
仙
台
市
内

で
開
催
さ
れ
た
。
現
在
の
青
葉

ま
つ
り
は
、
伊
達
政
宗
公
没
後

３
５
０
年
を
迎
え
た
昭
和
60
年

に
、
そ
れ
ま
で
長
年
途
絶
え
て

い
た
青
葉
ま
つ
り
を
市
民
の
祭

り
と
し
て
復
活
し
た
も
の
だ
。

　

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
の
影

響
で
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

た
め
、
２
年
ぶ
り
の
開
催
。
例

年
雨
に
祟
ら
れ
る
と
い
う
ジ
ン

ク
ス
を
覆
し
、
今
年
は
開
催
日

の
２
日
間
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、

大
勢
の
市
民
で
賑
わ
っ
た
。

　

こ
の
祭
り
で
踊
ら
れ
る
の
が

「
仙
臺
す
ず
め
踊
り
」。
は
ね
踊

る
姿
が
餌
を
つ
い
ば
む
雀
の
姿

に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
す
ず
め

踊
り
の
名
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

仙
台
の
す
ず
め
踊
り
は
、
慶

長
８
年
（
１
６
０
３
年
）、
仙

台
城
移
徒
式
（
新
築
移
転
の
儀

式
）
の
宴
席
で
、
泉
州
・
堺

（
現
在
の
大
阪
府
堺
市
）
か
ら

来
て
い
た
石
工
た
ち
が
、
即
興

で
披
露
し
た
踊
り
に
始
ま
る
と

い
わ
れ
、
そ
の
踊
り
の
手
順
は
、

葛
飾
北
斎
の
﹃
北
斎
漫
画
﹄
の

中
に
も
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

現
代
の
踊
り
は
、
手
に
扇
子

を
持
ち
、
笛
・
鉦
・
太
鼓
な
ど

の
２
拍
子
の
伴
奏
に
乗
っ
て
、

ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
跳
ね
る
よ
う
な

動
き
が
基
本
で
、
そ
れ
を
自
由

に
ア
レ
ン
ジ
し
て
踊
る
こ
と
が
で

き
る
。
衣
装
は
、
鯉
口
シ
ャ
ツ

　

丸
紅
、
東
京
大
学
、
三
菱
重
工

な
ど
11
の
企
業
・
大
学
か
ら
な
る

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
２
０
１
１

年
度
第
３
次
補
正
予
算
に
盛
り

込
ま
れ
た
経
済
産
業
省
か
ら
の

委
託
事
業
「
浮
体
洋
上
ウ
イ
ン
ド

フ
ァ
ー
ム
実
証
研
究
事
業
」
に

採
択
さ
れ
、
福
島
県
沖
約
20 

km

の
海
域
で
、
段
階
的
に
浮
体
式

風
力
発
電
機
３
基
と
洋
上
サ
ブ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
１
基
を
建
設
し
、

実
証
研
究
を
行
う
。

　

浮
体
洋
上
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー

ム
と
は
、
海
の
上
に
巨
大
な
風

力
発
電
設
備
を
浮
か
べ
発
電
し
、

海
底
ケ
ー
ブ
ル
で
陸
上
に
電
力

を
送
る
大
規
模
風
力
発
電
所
。

海
洋
に
建
設
す
る
風
力
発
電
施

設
に
は
、
海
底
に
基
礎
を
据
え

る
「
着
床
式
」
と
、
船
や
浮
き

な
ど
の
構
造
物
に
風
車
を
載
せ

る
「
浮
体
式
」
の
２
つ
の
方
式

が
あ
る
が
、
水
深
50 

m
前
後
を

境
に
コ
ス
ト
的
に
浮
体
式
が
有

利
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

遠
浅
な
海
岸
線
が
少
な
い
日
本

の
海
域
で
は
浮
体
式
の
研
究
開

発
が
必
要
で
あ
り
、
今
回
の
福

島
沖
も
水
深
１
０
０
m
に
達
す

る
た
め
、
浮
体
式
を
採
用
す
る
。

　

浮
体
式
の
風
力
発
電
は
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
等
で

２
０
０
９
年
頃
か
ら
実
証
実
験

が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ

も
発
電
サ
イ
ズ
は
最
大
で
も

２
３
０
０
kW
程
度
。
今
回
の
研

究
が
目
指
す
７
０
０
０
kW
は
世

界
最
大
規
模
と
な
り
、
世
界
的

に
ハ
ッ
ピ
、
足
元
は
足
袋
か
雪

駄
が
定
番
。

　

仙
台
で
は
、
す
ず
め
踊
り
を

踊
る
グ
ル
ー
プ
を
祭
連
（
ま
づ

ら
）
と
呼
ん
で
い
る
が
、
そ
の

数
は
１
０
０
を
超
え
て
い
て
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
年
々
踊

り
手
も
増
え
、
市
民
参
加
型
の

踊
り
と
し
て
広
が
っ
て
い
る
。

　

仙
臺
す
ず
め
踊
り
は
、
今
や

杜
の
都
を
代
表
す
る
郷
土
芸
能

と
し
て
、
青
葉
ま
つ
り
を
は
じ

め
と
す
る
様
々
な
催
し
で
披
露

さ
れ
て
お
り
、
震
災
後
は
被
災

地
で
催
さ
れ
る
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
等
に
祭
連
た
ち
が
登
場
す
る

機
会
も
増
え
た
。
ま
た
、
仮
設

住
宅
の
住
民
ら
が
集
っ
て
す
ず

め
踊
り
に
挑
戦
し
、
互
い
に
親

交
を
深
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
な
ど
、
各
地
に
踊
り
の
輪
も
。

　
「
す
ず
め
」
た
ち
が
笑
顔
で

舞
い
踊
る
姿
は
、
震
災
を
跳
ね

除
け
よ
う
と
い
う
強
い
意
気
込

み
の
現
れ
で
あ
り
、
復
興
に
向

け
て
の
活
力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

（
文
／
市
民
ラ
イ
タ
ー
グ
ル
ー
プ

「
お
か
き
プ
ラ
ス
」
葛
西
淳
子
）

に
も
ま
だ
研
究
段
階
で
技
術
が

確
立
し
て
い
な
い
。

普
及
に
向
け
技
術
結
集
し 

ハ
ー
ド
ル
を
超
え
ろ

　

従
来
か
ら
風
力
発
電
は
各
種

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中

で
、
比
較
的
発
電
コ
ス
ト
が
低

い
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
変

換
効
率
が
高
い
、
ま
た
二
酸
化

炭
素
を
排
出
し
な
い
こ
と
か

ら
、
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

だ
と
言
わ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
一
方
で
、
日
本
で
は

元
々
建
設
に
適
し
た
平
野
部
が

少
な
い
上
、
巨
大
な
風
車
の
運

搬
用
搬
入
路
工
事
に
よ
る
森
林

伐
採
、
周
辺
住
民
へ
の
騒
音
、

低
周
音
波
健
康
被
害
等
が
指
摘

さ
れ
て
き
た
。
ま
た
常
時
風
速

7
・
０
m/s
以
上
の
風
を
得
ら
れ

る
環
境
が
必
要
と
な
り
、
安
定

性
の
面
で
も
弱
点
が
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
広
大
な
海
洋
面

積
と
、
陸
上
と
比
較
し
安
定
し

た
風
環
境
が
見
込
め
る
洋
上
で

の
風
力
発
電
へ
期
待
が
高
ま
っ

て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
も

普
及
に
向
け
た
ハ
ー
ド
ル
は
低

く
な
い
。

　

ま
ず
船
舶
の
航
路
を
塞
ぐ
こ

と
に
よ
る
物
流
効
率
の
悪
化
の

可
能
性
や
、
衝
突
事
故
の
可
能

性
も
指
摘
さ
れ
る
た
め
、
周
辺

漁
業
関
係
者
と
の
対
話
が
重
要

と
な
る
。今
回
の
研
究
で
も「
漁

業
と
の
共
存
」
が
テ
ー
マ
と
し

て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
台
風
等
の
暴
風
雨
や
、
常

に
大
量
の
塩
分
を
含
ん
だ
潮
風

に
さ
ら
さ
れ
る
過
酷
な
環
境
に

も
耐
え
、
風
車
が
安
定
回
転
し
続

け
る
に
は
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
、

そ
れ
を
支
え
る
人
材
確
保
が
肝

と
な
る
だ
ろ
う
。
国
土
交
通
省
が

主
体
と
な
っ
て
専
門
家
に
よ
る

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
本
年
４
月

末
に
安
全
確
保
に
向
け
た
技
術

基
準
も
制
定
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
経
済
性
の
確
保
。
設

備
の
耐
用
年
数
が
20
年
程
度
と
、

他
の
発
電
設
備
と
比
較
し
半
分

程
度
の
た
め
、
経
済
性
を
確
保

す
る
に
は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
は
た
ら
か
せ
、
よ
り
一
層
の

量
産
化
が
求
め
ら
れ
る
。
安
定

し
た
風
環
境
で
あ
れ
ば
24
時
間

発
電
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

夜
間
の
発
電
分
を
活
か
す
蓄
電

技
術
の
革
新
も
必
要
だ
ろ
う
。

福
島
か
ら
日
本
の
お
家
芸 

「
も
の
づ
く
り
日
本
」
復
興
へ

　

昨
今
、
日
本
の
も
の
づ
く
り

神
話
の
崩
壊
を
示
唆
す
る
内
容

を
目
に
す
る
機
会
が
増
え
た
。

確
か
に
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て

加
速
し
た
「
モ
ジ
ュ
ー
ル
型
」

の
も
の
づ
く
り
の
分
野
に
お
い

て
は
、
韓
国
を
は
じ
め
と
す
る

諸
外
国
に
苦
戦
し
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

し
か
し
浮
体
式
風
力
発
電
の

分
野
は
、
数
万
点
に
及
ぶ
部
品

設
計
、
製
造
に
つ
い
て
、
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
と
綿
密
な
調
整
を
す

る
こ
と
で
、
高
い
安
全
性
、
耐

久
性
が
実
現
で
き
る
。
こ
れ
は

単
な
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
組
み
合

わ
せ
で
は
な
く
、「
擦
り
合
せ

型
」
の
も
の
づ
く
り
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
ま
さ
に
日
本
の
お
家

芸
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
培
っ

て
き
た
造
船
技
術
、
素
材
技
術

も
応
用
で
き
、
簡
単
に
は
他
国

仙台の定禅寺通りで踊る “ すずめ ” たち

が
マ
ネ
で
き
な
い
。

　

重
工
業
や
素
材
産
業
で
日

本
を
代
表
す
る
企
業
が
名
を

連
ね
た
今
回
の
実
証
研
究
。

産
官
学
で
力
を
合
わ
せ
日
本

の
最
先
端
技
術
を
結
集
し
、

福
島
で
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ

で
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
く

こ
と
に
期
待
し
た
い
。

太陽光 風力 小水力 バイオマス
発電

地熱発電 ＬＮＧ火力
0

10

20

30

40

50
円/kWh

※参照：経済産業省ホームページより
（出典） 地　熱：地熱発電による研究会（2009年6月）
 ＬＮＧ：電気事業分科会コスト等検討小委員会（2004年1月）

１kWhあたりの再生可能エネルギーの発電コスト比較コンソーシアムメンバーとその役割

※参照：各社ホームページより

丸紅株式会社

コンソーシアムメンバー

国立学校法人　東京大学

三菱商事株式会社

三菱重工業株式会社

株式会社アイ・エイチ・アイ
マリンユナイテッド

三井造船株式会社

新日本製鐵株式会社

株式会社日立製作所

古河電気工業株式会社

清水建設株式会社

みずほ情報総研株式会社

【プロジェクトインテグレータ】
事業調査、許認可、環境、漁業、O&M　等

主な役割

【テクニカルアドバイザー】
浮体動揺の観測、予測技術の開発

事業調査、許認可、環境、漁業、O&M　等

浮体式洋上風力発電施設

浮体式洋上風力発電施設
サブステーション用浮体

浮体式洋上風力発電施設

鋼材

浮体式洋上変電所

海底ケーブル

施工技術

マニュアルの作成、委員会運営

NPO法人 HUG
Projects

Our Mission About Us

and more...

HUGは、世の中を良くするために世界中で頑張っている人や団体を、
情報発信等のコミュニケーションの分野で手助けする中間支援組織です。
素晴らしき人や取り組みをHUGが媒介となって世の中へ届けることで、
人と人が笑顔でつながり助け合う社会の創造を目指します。

NPO法人 HUG
東京都渋谷区代々木 2-10-9-8F
代表理事：本間勇輝 
理事：岐部淳一郎、金田喜人
E-mail： info@h-u-g.jp

東北復興新聞の発行による中間支援プロジェクト
メディア連携による東北スタディツアープロジェクト
大槌町卒業アルバム復興支援プロジェクト

http://h-u-g.jp/

２０１２年（平成 24 年）6 月 18 日 月曜日（復興 465 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第 10 号　（7）

東
北
の
元
気
を
発
信
す
る
仙せ

ん
だ
い臺
す
ず
め
踊
り

リレー連載 ④

宮
城



行
政
と
企
業
が
提
携

図
書
館
再
建
の
新
し
い
仕
組
み

陸
前
高
田
市
図
書
館
ゆ
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

た
が
、
大
島
の
美
し
い
自
然
や
、

ラ
ン
後
に
振
る
舞
わ
れ
る
と
い

う
ワ
カ
メ
汁
や
ま
ぐ
ろ
の
兜
焼

き
に
魅
か
れ
参
戦
を
決
意
し
た
。

　

当
日
、
人
口
３
千
人
の
島
に

は
全
国
各
地
か
ら
約
１
２
０
０

人
の
参
加
者
が
集
結
。
開
会
イ

ベ
ン
ト
で
気
仙
沼
市
長
や
大
島

出
身
の
国
会
議
員
、
大
会
サ
ポ

ー
タ
ー
の
著
名
人
ら
が
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
「
楽
し
む
こ
と
が
支
援

に
な
る
」
を
連
呼
す
る
。
ヨ
ガ

や
ダ
ン
ス
で
体
を
ほ
ぐ
し
た

後
、
青
空
の
下
な
ん
と
も
清
々

し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

人
生
初
の
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

は
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
も
の

だ
っ
た
。
何
よ
り
心
に
残
っ
た

の
は
、
沿
道
で
応
援
を
し
て
下

さ
る
た
く
さ
ん
の
地
元
の
方
々
。

「
頑
張
っ
て
え
、あ
り
が
と
ね
え
」

と
ラ
ン
ナ
ー
達
を
迎
え
、
ハ
イ

タ
ッ
チ
要
求
が
く
る
と
ギ
ャ
ハ

ハ
と
大
き
な
声
で
笑
い
な
が
ら

手
を
出
し
て
く
れ
る
。
あ
ん
な

に
大
勢
の
じ
じ
様
ば
ば
様
の
、

あ
ん
な
笑
顔
を
見
た
事
が
あ
っ

た
だ
ろ
う
か
。
地
元
の
人
達
と

手
の
ひ
ら
で
交
わ
し
た
笑
顔
の

交
換
が
、
私
に
と
っ
て
の
気
仙

沼
大
島
マ
ラ
ソ
ン
だ
。

　

二
周
目
、
応
援
の
声
が
変
わ

っ
た
。「
ま
た
来
て
ね
え
」。
何

人
も
、
何
人
も
そ
う
言
っ
た
。

自
身
の
故
郷
の
他
に
帰
れ
る
場

所
が
あ
る
。
こ
ん
な
幸
せ
が
あ

る
だ
ろ
う
か
。
必
ず
ま
た
来
て

こ
の
美
し
き
島
を
走
ろ
う
、
そ

う
誓
っ
た
。（
Ｙ
）

　

７
号
の
記
事
で
紹
介

し
た
「
気
仙
沼
大
島
ラ

ン
フ
ェ
ス
タ
」
に
参
加

し
て
き
た
。
マ
ラ
ソ
ン

と
は
縁
遠
い
人
生
だ
っ

　

岩
手
県
陸
前
高
田
市
は
、
被

災
し
た
陸
前
高
田
市
立
図
書
館

の
再
建
に
向
け
て
、
古
本
販
売

業
の
バ
リ
ュ
ー
ブ
ッ
ク
ス
と
共

同
で
「
陸
前
高
田
市
図
書
館
ゆ

め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上

げ
た
。

　

同
図
書
館
は
約
８
万
冊
の
蔵

書
を
津
波
で
す
べ
て
失
い
、
現

在
も
再
建
の
め
ど
が
立
っ
て
い

な
い
。
今
月
始
ま
っ
た
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
仕
組
み
は
、
次
の

通
り
だ
。
ま
ず
、
図
書
館
再
建

を
支
援
す
る
個
人
や
企
業
は
、

不
要
に
な
っ
た
書
籍
を
古
本
と

し
て
バ
リ
ュ
ー
ブ
ッ
ク
ス
に
寄

贈
す
る
。
同
社
は
そ
れ
を
査
定

し
、
寄
贈
主
に
代
わ
っ
て
、
買

い
取
り
金
額
を
図
書
館
再
建
の

た
め
の
資
金
と
し
て
、
陸
前
高

田
市
に
寄
付
す
る
。
寄
贈
さ
れ

た
書
籍
は
、
同
社
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
古
本
と
し
て
販
売
す

る
。
申
し
込
み
は
５
冊
以
上
か

ら
と
、
個
人
で
も
気
軽
に
協
力

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
「
震
災
後
、
市
役
所
に
は
図

書
を
寄
贈
し
た
い
と
い
う
お
話

を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し

た
。
し
か
し
図
書
館
と
い
う
受

け
入
れ
施
設
自
体
が
全
壊
し
た

た
め
、
保
管
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

● 浄土ヶ浜　鎮魂の祈り
震災で亡くなられた方々の鎮魂と、被災さ
れた方々の一日も早い心身の回復と長寿を
願い、「鎮魂の祈り」を捧げる。【日時】７
月７日（土）１８：３０～２０：３０【場所】
浄土ヶ浜【内容】毛越寺、延年の舞・黒森
神楽・山口太鼓、他、各種企画【問い合わ
せ】実行委員事務局　℡：０８０（５２２４）
５１８５
● おおつちありがとうロックフェスティ

バル
津波被害を受けた大槌を励ましてくれた
ロックンロールと日本中からの支援に「あ
りがとう！」と言いたい。希望、勇気、愛
の詰まったロックフェスティバル。無料。
花火など各種イベントあり。【日時】６月
３０日（土）９：００～【会場】岩手県
大槌町内の３ステージ、ステージ間循環

シャトルバスあり【主催】大槌 STANDING 
STANDING【問い合わせ】おおつちありが
とうロックフェスティバル実行委員会　E
メール：info@arifes.jp【URL】http://www.
arifes.jp
● 第 43 回東和ロードレース大会
東北のボストンマラソンと称される歴史と
伝統ある手作りの市民マラソン大会。毎年
全国各地から多くのランナーが参加する。

【日時】７月１日（日）雨天決行【場所】
福島県二本松市　旧下太田小学校校庭【問
い合わせ】東和ロードレース大会実行委員
会事務局　℡：０２４３（６６）２５１５

【ＵＲＬ】http://www.city.nihonmatsu.lg.jp/
data/towa-roadrace/trf-43/01top.html

※イベント情報随時募集しています。
掲載ご希望の方は press@h-u-g.jp まで。

も
な
く
、
再
建
す
る
ま
で
は
断

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で

す
」。中
心
と
な
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
、
陸
前
高

田
市
副
市
長
の
久
保
田
崇
氏
は

そ
う
話
す
。「
け
れ
ど
も
全
国

の
厚
意
を
無
駄
に
し
た
く
な
い

と
の
思
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
な

仕
組
み
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
全
国
の
み
な
さ

ん
と
バ
リ
ュ
ー
ブ
ッ
ク
ス
さ
ん

に
、
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
久
保
田
氏
。
図
書
館
の
１
日

も
早
い
再
建
が
待
ち
遠
し
い
。

　

ま
た
、
６
月
１
日
に
は
陸
前

高
田
市
に
先
ん
じ
て
、
大
槌
町

は
小
鎚
の
中
央
公
民
館
内
に
、

震
災
前
を
上
回
る
蔵
書
６
万
冊

の
「
城
山
図
書
室
」
を
開
設
し

た
。
読
書
は
、
知
性
や
夢
を
育

む
何
に
も
代
え
難
い
も
の
。
こ

れ
ら
の
先
例
を
参
考
に
、
今
後

他
の
地
域
で
も
図
書
館
再
建

が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

■
陸
前
高
田
市
図
書
館
ゆ
め

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｈ
Ｐ http://

books-rikuzen.jp/

これから完成していくカレー

女川カレーＢＯＯＫ
女川カレープロジェクト

　

鎌
倉
に
住
む
蓮
見
太
郎
さ
ん

ら
が
、
女
川
町
で
の
炊
き
出
し

で
ふ
る
ま
っ
た
の
が
カ
レ
ー
。

鎌
倉
で
ス
パ
イ
ス
会
社
を
営
む

イ
ン
ド
人
ア
ナ
ン
さ
ん
が
、
胃

腸
に
優
し
く
、
体
の
奥
か
ら
温

ま
る
よ
う
に
特
別
に
ブ
レ
ン
ド

し
て
く
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
炊

き
出
し
を
や
っ
て
み
た
も
の

の
、
一
回
限
り
の
支

援
に
ジ
レ
ン
マ
を
抱

く
。「
長
く
続
け
ら

れ
る
支
援
、
普
通
の

生
活
を
営
め
る
た
め

の
雇
用
創
出
」
を
掲

げ
、
現
地
の
人
た

ち
と
協
力
し
、
新

た
な
名
産
品
作
り

を
始
め
る
。
そ
し

て
、
炊
き
出
し
時

と
同
じ
ブ
レ
ン
ド

の
﹃
女
川
カ
レ
ー
Ｂ

Ｏ
Ｏ
Ｋ
﹄
が
誕
生

し
た
。「
こ
の
カ
レ
ー
は
女
川

の
特
産
物
を
取
り
込
ん
で
こ

れ
か
ら
完
成
し
て
い
く
。
名

産
品
と
し
て
地
元
に
根
付
い

て
ほ
し
い
」
と
蓮
見
さ
ん
。

　

今
後
、
中
心
と
な
っ
て
引
っ

張
っ
て
い
く
女
川
町
の
阿
部
美

和
さ
ん
は
「
地
元
の
飲
食
店
で

こ
の
カ
レ
ー
を
取
り
扱
っ
て
も

ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
発

揮
さ
れ
た
カ
レ
ー
を
作
っ
て
ほ

し
い
。
将
来
的
に
は
町
を
あ
げ

た
、
女
川
カ
レ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

等
を
開
催
し
地
域
に
愛
さ
れ
る

商
品
に
し
た
い
」
と
語
る
。
４

月
に
﹃
き
ぼ
う
の
か
ね
商
店

街
﹄
に
販
売
所
が
で
き
、
６
月

に
は
製
造
作
業
所
が
で
き
る
。

夢
は
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
く
。

■
女
川
カ
レ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ　

６
８
３
円　

女
川
町
商
工

会
／
℡ 

０
２
２
５
（
５
３
）

３
３
１
０ 

５月２６日に岩手県盛岡市で開催された「東北六魂祭」。さんさ踊り、
七夕まつり、わらじまつりなど東北６大祭が集結し、多くの人で賑わった。大晴天、大盛況

5

プロジェクトの仕組み図
古本の寄付

仮設の図書館・施設など

リクエストに沿った
書籍の提供

受領書
（お礼状）

査定・仕分け
(株)バリューブックス

個人 企業

陸前高田市図書館ゆめプロジェクト

書籍買取相当額
を寄付
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